
「幼稚園教育要領解説」、「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」、「保育所保育指針解説」等 参照

小学校教育５歳後半

充実感をもって自分の
やりたいことに向かって、
繰り返し挑戦したり、諸
感覚を働かせ体を思い切
り使って活動したりする。

心と体を十分に働かせ、遊びや生活に見通し
をもって自立的に行動し、自ら健康で安全な生
活を作り出す。

他の児童と一緒に
楽しく過ごしたり、
様々な場面において
伸び伸びと行動した
りする。

【健康な心と体】

幼稚園生活の中で、充実感を
もって自分のやりたいことに向
かって心と体を十分に働かせ、
見通しをもって行動し、自ら健
康で安全な生活をつくり出すよ
うになる。

主体的な活動を促す環境や授業の工夫が必要です。
子どもが自ら安全で健康な生活を創り出すことができるような環境や援助を積み重ねます。

次の活動を考えて準備をするなどの見通し
をもって行動したり、安全に気を付けて登下
校しようとしたりする。

遊びや生活に見通しをもつ。
安全や健康に気付く。

友だちと一緒に運動遊びや学校生活を
伸び伸びと楽しむ。

やりたいことに向かって、動きを
調整、何度も挑戦
しようとする。

のびのび

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳

のびのび
動かし、
はう、
座る、
立つ、
歩く。

走る、登る、跳ぶ、
蹴る、投げる、くぐる。

体を清潔に、
気持ちよい環境を感じる。

食事、衣服の着脱、排泄。

時間を意識して行動。
安全や健康に気を付ける。

健康な心と体は、他者との信頼関係の下で、自分のやりたいことに向かってのびのびと取り組む中で育まれていきます。

気持ちいい

動くって楽しい！

自分でできるよ

動きを調整しよう

見通しをもって

みんなで運動遊び

時計を意識
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【自立心】

身近な環境に主体的に関わり
様々な活動を楽しむ中で、しな
ければならないことを自覚し、
自分の力で行うために考えたり、
工夫したりしながら、諦めずに
やり遂げることで達成感を味わ
い、自信をもって行動するよう
になる。

小学校教育５歳後半

様々なことに挑戦し、失敗も繰
り返す中で、自分でしなければな
らないことを自覚するようになる。

自分でできることは自分で
しようと積極的に取り組む。

やってできた満足感や達成感を
味わえるような体験を積み重ねていくことを大切にします。

課題を自分のこととして
受け止め、意欲的に取り
組んだり、自分なりに考
えて意見を言ったり、粘
り強く取り組んだりする。

難しいことでも自分の力でやっ
てみようとして、考えたり、工夫
したりしながら、諦めずにやり遂
げる体験を通して達成感を味わい、
自信をもって行動するようになる。

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳

やりたいことを主張する。

身近な人からの
愛着を感じる。

安心感のもと、自分のやりたい
ことを行い満足する。

自分の力で行う
ために、考えた
り、工夫したり
しながら諦めず
にやり遂げよう
とする。

課題に向かって、意欲的に取り組み、
自分なりに考えて粘り強く取り組もう
とする。

難しいこともやり遂げた満足感を味わう。

愛されている 一緒だと
安心

自分でやりたい、
でもやりたくない
時もあるんだ

自分でできるよ 自覚して行動できるよ

自立心は、教師との信頼関係を基盤に自己を発揮し、身近な環境に主体的に関わり自分の力で様々な活動に取り組む中
で育まれていきます。

しなければならないことを自覚
するようになる。
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【協同性】

友達と関わる中で、互いの思
いや考えなどを共有し、共通の
目的の実現に向けて、考えたり、
工夫したり、協力したりし、充
実感をもってやり遂げるように
なる。

小学校教育５歳後半

目的の実現に向けて、
考えたことを相手に分
かるように伝えながら、
工夫したり、協力した
りし、充実感をもって
幼児同士でやり遂げる
ようになる。

目的に向かって自分
の力を発揮しながら友
だちと協力し、様々な
意見を交わす中で新し
い考えを生み出しなが
ら工夫して取り組むな
ど、教師や友だちと協
力して生活したり学び
合ったりする。

友だちや学級全体で目的をもったり共に活動したりすることで、
互いのよさを認め合えるような環境や援助を積み重ねます。

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳

協同性は、教師との信頼関係を基盤に他の幼児との関わりを深め、思いを伝え合ったり試行錯誤したりしながら一緒に
活動を展開する楽しさや、共通の目的が実現する喜びを味わう中で育まれていきます。

見立て遊びやごっこ遊
びを楽しむ。

身近な人へ
微笑んだり、
声や動きで
応えたりす
る。

共に過ごす心地
よさを感じる。

関わりの中で、
ぶつかり葛藤する。

目的の実現に向け、考え
たことを相手にわかるよ
うに伝えたり、工夫・協
力したりしてやり遂げよ
うとする。

目的に向かって、自分の力を
発揮しながら、友だちと伝え
合う中で新しい考えを生み出
したり、工夫したりし、協力
して取り組もうとする。

一緒に活動する
楽しさを味わう。

身近な人
ににっこり

一緒って
うれしいね

同じことを
一緒にやりたい

力を合わせてやろうよ 力を合わせるとすごいことできるね



「幼稚園教育要領解説」、「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」、「保育所保育指針解説」等 参照

【道徳性 ・
規範意識の芽生え】

友達と様々な体験を重ねる中
で、してよいことや悪いことが
分かり、自分の行動を振り返っ
たり、友達の気持ちに共感した
りし、相手の立場に立って行動
するようになる。また、きまり
を守る必要性が分かり、自分の
気持ちを調整し、友達と折り合
いを付けながら、きまりをつ
くったり、守ったりするように
なる。

小学校教育５歳後半

自立した一人の人間として
他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養っていきます。

うまくいかないことを乗り越える体
験を重ねることを通して人間関係が深
まり、友だちや周囲の人の気持ちに触
れて、相手の気持ちに共感したり、相
手の視点から自分の行動を振り返った
りして、考えながら行動する。

きまりを守る必要性が分かり、友だちと一緒に心地
よく生活したり、より遊びを楽しくしたりするために、
自分の気持ちを整理し、友だちと折り合いを付けなが
ら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。

相手の気持ちを考えたり、自分の振
る舞いを振り返ったりなどしながら、
気持ちや行動を自律的に調整し、学校
生活を楽しくしていこうとする。

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳

身近な人の愛情
を感じ、自分も
愛着を感じる。

自分や他の人の様々な気持ちを知る。

ほめられたり、叱られたり
してよいことや悪いことが
あることが分かる。 きまりをつくったり守ったりする。

相手の気持ちに共感したり、自分の行動を
振り返ったりして、考えながら行動する。

友だちの気持ち
を知り、自分の
気持ちに折り合
いを付けようと
する。

きまりの大切さに気付き、
守ろうとする。

道徳性・規範意識の芽生えは、他の幼児との関わりにおいて、自分の感情や意志を表現しながら、ときには自己主張の
ぶつかり合いによる葛藤などを通して互いに理解し合う体験を重ねる中で育まれていきます。

好き
楽しい

気持ちっていろいろ 友だちはどう考えているのかな 相手にも思いがある

良いこと悪いことがあるんだ

自分たちできまりをつくろう
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小学校教育
【社会生活との関わり】

家族を大切にしようとする気持ちを
もつとともに、地域の身近な人と触れ
合う中で、人との様々な関わり方に気
付き、相手の気持ちを考えて関わり、
自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親
しみをもつようになる。また、幼稚園
内外の様々な環境に関わる中で、遊び
や生活に必要な情報を取り入れ、情報
に基づき判断したり、情報を伝え合っ
たり、活用したりするなど、情報を役
立てながら活動するようになるととも
に、公共の施設を大切に利用するなど
して、社会とのつながりなどを意識す
るようになる。

相手の状況や気持ちを
考えながらいろいろな人
と関わることを楽しんだ
り、関心のあることにつ
いての情報に気付いて積
極的に取り入れたりする。

地域の行事や様々な文化に触れることを
楽しんで興味や関心を深め、地域への親し
みや学びの場を広げていく。

５歳後半

好奇心や探究心が一層高まり、関心の
あることについて、より詳しく知りたい
と思ったり、より本物らしくしたいと考
えて遊びの中で工夫したりする中で、身
近にあるものから必要な情報を取り入れ
るようになる。

幼児・児童の関心に応じて、
地域の身近な人とのふれあいの機会や情報との出会いをつくることを大切にします。

人々との様々な関わり方
に気付き、相手の気持ちを
考えて関わり、自分が役に
立つ喜びを感じ、地域に親
しみをもつようになる。

家族と

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳

社会生活との関わりは、保護者や周囲の人々に温かく見守られているという安心感や、教師との信頼関係を基盤に、学級の幼児との
関わりから幼稚園全体へ、さらに地域の人々や出来事との関わりへと、次第に広がりをもっていきます。

身近な人と 地域の人・異年齢の友だちと 家族・地域の一員として

身近な人の顔
がわかる。

身の回りに様々な
人がいることに気
付き、関わる。

体験や本、図鑑、インタビュー、ICT機器等
で得た情報を役立てようとする。

近隣の行事や季節の行事に興味や関心を
もつ。

調べたことを遊びや生活の中で
伝え合う。

家族・地域の一員として役に立つ喜びを実感する。
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小学校教育５歳後半【思考力の芽生え】

身近な事象に積極的に関わる
中で、物の性質や仕組みなどを
感じ取ったり、気付いたりし、
考えたり、予想したり、工夫し
たりするなど、多様な関わりを
楽しむようになる。また、友達
の様々な考えに触れる中で、自
分と異なる考えがあることに気
付き、自ら判断したり、考え直
したりするなど、新しい考えを
生み出す喜びを味わいながら、
自分の考えをよりよいものにす
るようになる。

遊びや生活の中で、物の性質
や仕組みなどを生かして、考え
たり、予想したり、工夫したり
するなど、身近な環境との多様
な関わりを楽しむようになる。

友だちの様々な考えに触れる中で、自分と異なる
考えがあることに気付き、自ら判断したり考え直し
たりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わい
ながら、自分の考えをよりよいものにしようとする。

新しい環境や
教科等の学習に
興 味 や 関 心 を
もって主体的に
関わる。

探究心をもって考えたり試したりする
経験は、主体的に問題を解決する態度へ
つながる。

好奇心や探究心を引き出すような環境や支援をすることを大切にします。

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳

思考力の芽生えは、周囲の環境に好奇心をもって積極的に関わりながら、新たな発見をしたり、もっと面白くなる方法
を考えたりする中で育まれていきます。

人やものの
存在を音、
形、色、手
触りで確か
める。

身近にあるもの
や用具などを
使って試したり、
考えたり、作っ
たりする。

自分と異なる考えがあることに気付く。

友だちと対話をしながら考える。

見付ける、比べる、
例える、試す、見通
す、工夫するなど多
様な活動を通して考
えを深めようとする。

何度も試すことで、形、色、大きさ、
量などの物の性質や仕組みに気付く。

見たり、
聞いたり、
触ったり、
口に入れたり

これ、何？自分で試そう この方法は？友だちと試そう

これまでの経験が使えないかな？
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小学校教育５歳後半
【自然との関わり・

生命尊重】

自然に触れて感動する体験を
通して、自然の変化などを感じ
取り、好奇心や探究心をもって
考え言葉などで表現しながら、
身近な事象への関心が高まると
ともに、自然への愛情や畏敬の
念をもつようになる。また、身
近な動植物に心を動かされる中
で、生命の不思議さや尊さに気
付き、身近な動植物への接し方
を考え、命あるものとしていた
わり、大切にする気持ちをもっ
て関わるようになる。

好奇心や探究心をもって考
えたことを幼児なりの言葉な
どで表現しながら、身近な事
象への関心を高めていく。

継続して関心をもって見た
り関わったりするなどを通し
て、新たな気付きが生まれ、
次第に自然への愛情や畏敬の
念をもつようになる。

動物を飼ったり植物を育て
たり、調べたりする活動を通
して、生き物の生態等を深く
知り、関心をもって学ぶ。

自然の事物や現象につい
て関心をもち、その理解を
確かなものにする。

この動きは

なんだろう？

身近な動植物に心を動かされる中で、実感を伴って生命の大切さを知り、
生きることの素晴らしさの自覚を深めることにつなげます。

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳

動植物に親しみをもち、命を大切にしようとする。

生き物に興味をもつ。

身近な自然や生き物
に気付く。

継続して身近な自然や生き物を見
たり、育てたり、飼ったりするな
どを通して、新たな気付きを得る。

生き物を飼ったり植物を育てたり、
調べたりする活動を通して、生き物
の生態等を深く知り、関心をもつ。

生き物には、命が
あることを知る。

命が失われてしまうと
戻らないことに気付く。

身近な自然や生き物に触れて
その特徴を確かめる。

感じる 触りたい 育ててみたい なぜ？どうして？調べよう

自然との関わり・生命尊重は、身近な自然と触れ合う体験を重ねながら、自然への気付きや動植物に対する親しみを
深める中で育まれていきます。
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小学校教育
【数量や図形、標識や文字な
どへの関心・感覚】

遊びや生活の中で、数量や図
形、標識や文字などに親しむ体
験を重ねたり、標識や文字の役
割に気付いたりし、自らの必要
感に基づきこれらを活用し、興
味や関心、感覚をもつようにな
る。

数学的活動を通してものの形や数などの特徴
を捉えていく。また、その名称も学んでいく。

本の使い方や調べ方
を知った後、本や資料
を活用する。

筒の底を写したら…まる

になった！

５歳後半

日常生活の中で数量や図形、標識や文字などに関心がもてるような環境や
具体的な体験および活動を大切にします。

自分たちの遊びや生活の中で、
必要感をもって、物を数えたり、
量を比べたり、様々な形を組み
合わせて遊んだりする。

標識や文字などに関心
をもちながらその役割に
気付いたり使ったりする。

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳

数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚は、日常生活の中で、数量や文字等に接しながらその役割に気付き、
親しむ体験を通じて育まれていきます。

つまんだり
つかんだり

大きいのや
小さいの！

いろんな形、
マークが
あるね

使ってみたい 使って考えよう

数のまとまりや図形の構成・要素、事
柄や関係に着目して考えようとする。

さまざまな語り
かけや歌いかけ
に心地よさを感
じる。

遊びや生活の中で、必要感をもって、
数えたり、量を比べたり、形を組み
合わせたりして遊んだりする。

丁寧に正確に読んだり書いたりする。標識や文字の存在に気付く。標識や文字には、人に思いなどを伝える
役割があることに気付いたり使ったりする。

ものの形や
大小を見分
ける。

つまんだり、
つかんだりし
てものの存在
を感じる。

言葉が文字の音で構成されていることに気付く。

日常生活の中
で、ものの形
や大小、数量
を捉える。
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小学校教育【言葉による伝え合い】

先生や友達と心を通わせる中
で、絵本や物語などに親しみな
がら、豊かな言葉や表現を身に
付け、経験したことや考えたこ
となどを言葉で伝えたり、相手
の話を注意して聞いたりし、言
葉による伝え合いを楽しむよう
になる。

友だちと互いの思い
や考えを伝え合うこと
で考えを広げたり、深
めたりする。

５歳後半

気軽に言葉を交わすことができる雰囲気の中で、伝えたくなるような体験をしたり、
相手の考えなどを知りたいと思ったりする環境や支援を重ねます。

目的や相手の状況な
どに応じた様々な伝え
方や方法を学び、学ん
だことを活用する。

相手に分かるように工夫
しながら言葉で伝えたり、
相手の話を注意して聞いた
りして理解する。

伝える相手や状況に応じて、
言葉の使い方や表現の仕方を
変える。

気持ち
が通じた

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳

言葉が
伝わった

友だちとお話
楽しいな

みんなと伝え合いたい！

言葉による伝え合いは、身近な親しい人との関わりや、絵本や物語に親しむ中で、様々な言葉や表現を身に付け、
自分が経験したことや考えたことなどを言葉で表現し、相手の話に興味をもって聞くことなどを通して育まれていきます。

絵本のページを
めくることでの
変化を楽しむ

物語をテキストに基づいて理解し、
表現していく。

場面のつながりを楽しむ。

言葉を使うこ
とを楽しむ。

思いや欲求を
声や喃語、動
きで表し受け
止めてもらう。 場面に応じて言葉を使おうとする。

「どうぞ」、
「ありがとう」
などやり取りを
楽しむ。

相手に思いを伝えようとする。

見たことや思ったことを言葉にする。

絵本を自分なりに理解して表現する。

友だちと互いの思いや考えを伝え合うことで考えを広げたり、
深めたりする。

物語を楽しむ。

相手にわかるように伝えようとする。



「幼稚園教育要領解説」、「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」、「保育所保育指針解説」等 参照

小学校教育５歳後半【豊かな感性と表現】

心を動かす出来事などに触れ
感性を働かせる中で、様々な素
材の特徴や表現の仕方などに気
付き、感じたことや考えたこと
を自分で表現したり、友達同士
で表現する過程を楽しんだりし、
表現する喜びを味わい、意欲を
もつようになる。

活動の際に、幼児・児童が実現したい思いを大切にします。

身近にある素材の特徴や表現の
仕方などに気付き、感じたことや
考えたことを必要なものを選んで
表現する。

用具の使い方も発達段階に応じて学ぶ。

いろいろな形や色、触った感じなどを捉え、
材料や用具を使い、表し方を工夫して創造的
につくったり表したりする。

友だちと工夫して想像的な
活動をしたり楽しんだりする。

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳

豊かな感性と表現は、様々な場面で美しいものや心を動かす出来事に触れてイメージを豊かにし、
表現に関わる経験や楽しさを積み重ねながら育まれていきます。

音や歌、リズムを楽しむ。

様々な美しいも
のを感じとり、
心の動きを表情
や仕草、発声等
で表現する。

自分のイメージを動きや言葉、音や歌
などで表現する。

水、砂、土、紙、粘土など
様々な素材に触れて形や色な
どを楽しむ。

様々な素材に親しみ、描いたり造ったりする。

思いを基に、歌ったり演奏したりする。

身近で扱いやすい材料や用具を使い、表し方を工夫して、表現する。

身近にある素材の特徴や表
現の仕方などに気付き、必
要なものを選んで表現する。

あー、うー
いっぱい
表現したい

ぴょん、ぴょん
うさぎさん♪

何で造ろう？毛糸はどうかな？ この材料がぴったりだ！


